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研究成果の概要（和文）：カリマンタン（ボルネオ）島のカヤン系言語諸族は、従来分類されてきたオーストロ
ネシア語族の語彙だけでなく、モン・クメール（オーストロアジア）語族の語彙も多数使用しており、後者の語
彙は基礎語彙だけでなく、農耕儀礼の祈祷・歌や先祖の叙事詩などにもにみられることがわかった。一部の語彙
は両語族の語彙が併用されていた。また、モン・クメール系語彙の本来の意味を説明する言説もあり、それが実
際にインドシナ半島で今日も使われていた。暫定的結論として、カヤン諸族のモン・クメール系語彙はバナー
ル、ヴェト、モンなどの語派と類似した語が最も多いが、その他の語派の語彙もみられ、頻繁な交易取引や移住
があったことが推測される。

研究成果の概要（英文）：Unlike the preliminary studies, Kayanic peoples of Borneo Island (Kayan, 
Bahau, Ga'ay etc.) speak not only Austronesian words but also Mon-Khmeric (Austroasiatic) words. 
Many of their Mon-Khmeric words are close to that of Bahnaric, Vietic, and Monic branches, but 
sometimes also to Pearic, Katuic, Khmuic, and Nicobarise branches. Moreover, a part of their 
Mon-Khmeric words, are combined with the Austronesian ones of the same meaning, but used in 
different contexts. 
　Some of the Mon-Khmeric words among the Kayanic peoples are still explained with its original 
meaning or context. For example, Kayanic word 'old' came from Mon-Khmeric word 'gray, silver (of 
hair)'. A part of the Kayanic peoples still remember the original meaning is 'white, silver (of 
hair)' to suggest honorably old persons.
 As provisional conclusion, Kayanic poeples engaged long time in trades with those of Indochina. 
Also, part of them migrated from Indochina and became the inhabitants of Borneo.   

研究分野：文化人類学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
先行研究ではマレーシアのモーケンやベトナムのチャム、インドネシアのアチェなどの民族にオーストロネシア
語族とモン・クメール語族の語彙がみられることが知られてきたが、ボルネオ島のカヤン系言語諸族の言語につ
いてはほぼ何も知られてこなかった。今回、カヤン系諸族の言語と伝承の分析から、インドシナ半島と東南アジ
ア島嶼部をつなぐ新たな言語伝播・民族移動のルートがあった可能性が示された。今後も、サラワク（マレーシ
ア）側のカヤン諸族や関連近隣民族の補足調査を継続し、さらなる民族移動・混交の過程を明らかにするための
基盤が確立された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 1990 年代からの考古学、言語学、文化人類学などの共同研究により、オーストロネシア語族
の民族移動や物質文化などの研究が進み、東南アジア大陸部のモン・クメール（オーストロアジ
ア）語族の影響も受けたチャム系諸族（ジャライ、ラデ、ラグライを含む）、オラン・アスリ、
モーケン（モクレン）などの研究分析が蓄積されつつある。だが、同じくモン・クメール的な語
彙や文化を持つボルネオ（カリマンタン）島のカヤン諸族（カヤン、バハウ、ガアイなどのカヤ
ン系言語諸族）についてはほとんど言及されてこなかった。 
 
２．研究の目的 
 
 上記の理由から、従来オーストロネシア語族に分類されてきたカヤン諸族の語彙・文化を、モ
ン・クメール語族のそれと比較分析し、東南アジア大陸部・島嶼部間の人の移動や文化交流を把
握する一助とした。 
 
３．研究の方法 
 
 研究メンバーは長年カヤン諸族やモン・クメール語族の調査を行い、現地語にも長じている。
今回はまず各フィールドの概要や特徴を紹介し合い、次にモン・クメール語族の言語学研究
（Jenny and Sidwell 2014）を輪読して基礎をおさえ、各自収集した基礎語彙（スワデシュ語彙
リスト 200～250 語）、およびいくつかの特定語彙群（身体部位、動物、色など）を比較分析した。
その際、オーストロアジア語族・オーストロネシア語族の辞書検索サイト Sidwell and Cooper 2009
や Blust and Trussel 2020なども活用した。また、クメール語派の担当者が研究代表者・分担者に
いなかったため、中野惟文氏（東北大学大学院博士課程）を研究協力者として研究会に招聘した。 
さらには、その結果をふまえて現地調査も行う予定だったが、新型コロナ禍により 2020 年・
2021 年度はオンライン取材などのみにとどまり、2022 年・2023 年度（2023 年度は期間延長によ
る）にインドネシア、マレーシア、ラオスで限定的に調査をした。 
 
４．研究成果 
 
4－１．カヤン諸族の概要 
 
 まず、カヤン諸族はボルネオ島内陸に暮らす稲作農耕民であり、世襲制の首長を頂点とした貴
族・平民・奴隷の３社会階層を有し、首狩りや戦争に長け、周辺諸民族から恐れられる存在だっ
た。インドネシアの東カリマンタン州（マハカム・ブラウの中～上流域）と北カリマンタン州（カ
ヤン流域）、およびマレーシアのサラワク州（バラム・バルイ流域）、そしてインドネシアの西カ
リマンタン州（カプアス上流域）にも少数が分布している。推定人口は 10～12 万人ほどである。 
下位言語集団としてはもともと別言語の民族であったと思われるカヤン（ブサンなども含む）、
バハウ（ワハウ、ンゴレック、メラップなども）、ガアイ（マンガイ、ロン・ワイ、ロン・グラ
ットなども）の３つがある。カヤンとバハウの基礎語彙は多数がオーストロネシア語族のそれと
共通しているが、ガアイにはモン・クメール語族の語彙や発音体系も多数混入しており、前者と
は明らかに起源や島への来歴が異なることを示している。ガアイの一部は口頭伝承で、島外から
やって来てカヤンやバハウより後から内陸に定着したこと、サラワクにいた時代に現ベトナム
と思われる異邦へ海を渡って遠征に行った先祖がいることなどを主張している。 
これら 3 下位言語集団はサラワク側からカヤン流域へ、さらにカヤンから現在の各カリマン
タンへと数世紀かけて移動した過程で、交易・通婚などに加えて、ガアイの首長らを中心に戦争・
首狩りに強い村落が他村を吸収合併することを繰り返してきた。そのため、ワハウやメラップは
バハウの子孫を自認するが言語は大幅にガアイの影響を受けており、またバルイ流域の大多数
のカヤンや東カリマンタンのカヤンの一部（ウマ・レカンとマテリバッ／ウマ・ラサーン）は標
準カヤン語を使用するがその一部がガアイ的音韻に変化している（例：masik「魚（標準）」→ 
masiǝk、kǝlawiŋ「星（標準）」→ kǝlawiǝŋ、bawa:ŋ「湖（標準）」→ baweaŋ）。対照的に、まだサ
ラワクにいた時代からロン・グラット（ガアイ）と同盟し共に東カリマンタンまで移住してきた
ブサン（カヤン）は、ロン・グラット村落の近隣に定着するか、ロン・グラット村内で共に暮ら
してきたにもかかわらず、今日まで標準カヤン語を保持している。 
 
4－2．基礎語彙にみるインドシナ半島からの影響 
 
このようなカヤン諸族から収集した 25 方言（インドネシア・マレーシアのカヤン 10 とバハウ
8、インドネシアのガアイ７）を分析した結果、①オーストロネシア語族（AN）とモン・クメー



ル語族（MK）に広く共有される語、②主に AN に類似ないし同一形がみられる語、③主に MK に
類似ないし同一形がある語、④AN・MK とも併用されている語、の 4種類があることがわかった。  
①については、言語学研究ですでに知られている「目」（Proto-AN: *maCa（西部マラヨ・ポリ
ネシア語派では*mata）、Proto-MK: *mat）、「骨」（PAN: *CuqelaN (西部*tuqelaŋ)、PMK: *cʔaaŋ, 
*cʔaiŋなど）などの例があり、インドシナ半島と島嶼部の間の頻繁な交流（交易や移住）による
という可能性、あるいは古代に語族同士が分立する前から共有されていた語である可能性など
が考えられるが、可能性が広範囲にわたり議論が困難になるためここでは踏み込まないでおく。
また②については、「鼻」（uruŋ, uroŋ, guruŋ, guloŋ, gǝnlǝŋなど。PANは*ujuŋ）、「道」（jalan, ala:n, 
gula:n, lan, li:nなど。PAN *zalan）、「恐怖・怖い」（takut, tǝkut, tǝkǝwt, kutなど。PAN *takut）、「血」
（daha:ʔ, nda:, ra:, la:, ǝleha, leheʔなど。PAN *daRaq）などがあった。 
 問題の③型語彙は、カヤン諸族全体ないし多数がモン・クメール系語彙を使っている場合と、
主にガアイのみが使っている場合とに分かれる。全体的な事例の１つに、「蟻」（kǝbira:ŋ, biraŋ, 
berila:ŋ, uluwǝwŋなど）が挙げられる。蟻はMKでは大半の語派の祖語*smo:c, *smuucなどが一
般的で、ANのマレー語 sǝmutも同源と思われるが、カヤン諸族はニコバル語派の kamilaŋ、モン
語派の láŋ （「赤アリの巣」）、パラウン語派の briŋのようなマイナー言語と同源の語を使ってい
る。sǝmutには「噛む、刺す」という意味があるという説があるが、カヤン諸族はこの語形を「蚊」
（hamuk, hemɔwkなど。マレー語 ɲamuk）に使用している。蟻と蚊はボルネオに限らず、アジア
広域で人間の生活環境にもっとも密着した昆虫であり、この 2種のセットに-l/ra:ŋと-muc/k型の
語彙を対応させている民族が多数いると思われる（ただし蟻と蚊のどちらにどの型を対応させ
るかは地域による）。 
ガアイ諸語はさらに方言が分かれ、それぞれが異なる MK 語に起源をもつ語彙があることも
わかった。例えば、「大きい」（「偉大な、広い、年上の」など多様な文脈でも使用可）という語
は、カヤンやバハウは PAN *Raya に由来する ayaʔ, eya, hiyuʔなどを使うが、ガアイはロン・ワイ
やロン・グラットが puǝn, puyɲ（カトゥ語派 pɯ̤ŋなどから？）、マンガイとガアイ・ロン・バウ
ンが ŋan, ŋen（バナール語派 ŋen, ŋun）や poho:ŋ, pahoaŋ（バナール語派 bhɔ:ŋ「広範囲にわたる、
広い」）を使っている。他、地位の高い貴族や動物のリーダー的存在には jo:ŋ（バナール語派 jɔŋ 
「リーダー、大きい」、jəːŋ 「大型の鹿」など）という尊称も用いる。 
 また興味深いことに、現在のモン・クメール語族は接辞活用を（かつてはあった可能性がある
にせよ）もたないが、カヤン諸族はモン・クメール系語彙に接頭辞をつけて形容詞や動詞を作る
ことがわかった。例えば、カヤンやバハウは「黒い」を AN 系の*qitemから来た pita:m, itam, itǝm, 
tiǝmなどを使うが、ガアイは「炭」dowŋ, dɔwŋ, daŋ（ベトナムのチャム系諸族ジャライやエデの
hedaŋ, hdaŋ、クメール語派では khju:ŋ）などに接頭辞をつけた mǝ-dowŋ, mǝ-dɔwŋ, mǝ-daŋを使っ
ている。 
 そして、両語族の語彙を併用する④型では、AN と MK の語彙が同じ事柄の異なる形状を表した
り、日常語と敬語、あるいは日常語と叙事詩などの文学表現のように、異なる文脈で使い分けた
りしていた（以下の表参照）。MK 系諸族は、カヤン諸族と同じように AN・MK 両方の影響を受け
ているインドシナ半島のチャム系諸族（チャム、ジャライ、ラデ／エデ、ラグライなど）に長ら
く支配されていたため、語彙にもチャム系諸族との共通点が多くみられ、ここでも併記しておく。 
 

語義 カヤン諸語 類似する諸言語族の語彙 

①  

「耳・ 

耳たぶ」 

apaŋ「耳、（耳飾りのない）耳」 
[MK] tapaŋ, apaŋ, Ɂapâ̰ŋ etc.「聞く」 

[C] păng「聞く」 

təliŋa:n「（耳飾り付きの）耳、耳たぶ」 

iliŋ, iliǝŋ「耳」 
[AN] təliŋa など「耳」  

②  

「河川 

・水」 

【日常語】huŋay, huŋɛ:, haŋoyなど [AN] suŋai「河川、水」 

【敬語】 kəlaŋ, təla:ŋ, təlɛaŋ など 

（故郷の河川や飲食物の水） 

[MK] krɔ:ŋ, kroŋ, karuːŋ, trɔːŋなど「河川」 

[C] kraong「河川」 

③  

「空・ 

空間」 

【日常語】laŋit, laŋɛt, ləŋayʧ など 
[AN] laŋit 「空、天」 

[C] lingik 「空」 

【文学的表現】b(ə)ra:ŋ「空間」 
[MK] braːŋ, praŋ, plɛŋ など 「空間」 

[C] mblang 「平地の空間、庭」 

注： MK＝モン・クメール語族（Sidwell and Cooper 2009）、AN＝オーストロネシア語族（Blust 
and Trussel 2020）、C＝チャム系諸族（Sakaya and Shine 2014） 
 
 これらの類似例として、野生の豚すなわち猪と飼い豚の語彙セットも挙げられる。家畜に関す
る語彙は、インドシナ半島の*ci:m「鳥」を鶏やそれ以外の家畜（主に豚）に、そしてさらに家畜



の動作などにも広げていったという長い歴史があったようで、よく似た多数の語彙があり複雑
である。カヤン諸族では、ガアイが ʤip, ʤup「鶏」と ʤim, ʤum「飼い豚」、バハウが hija:p, hǝjap
と aja:m, ajam、カヤンが hǝɲa:pと utiŋを使っている（utiŋのみ別語源で、クム語派 chieŋ, chi:ŋ
「豚」などから来たと思われる）。本来MK起源と思われるこれらの語彙セットは、クムとニコ
バルの 2語派の「鶏」（cɛ:p, cho:p, nɲip, ɲɛp, ɲinɛ:p）と、バナールとペアの 2語族の「豚」（ɟam, 
niemなど）に単独で存在するのみで、現在のインドシナには別起源の語彙が広く普及している。
一方、ANにも「鶏」ないし「鳥」「家畜」に ayam, hayamなどが入り込んでおり、インドシナか
ボルネオとの交易取引を通じて入ってきた文化である可能性を示している。 
 
4－3．語彙の起源に関する伝承 
 
 カヤン諸族の一部には、ごく断片的ではあるが MK 系語彙の起源について説明する言説、な
いし一種の伝承が残っている。例えば、カヤン諸族は基礎語彙の中の「年老いた（‘old’）」（「（物
が）古い」のと区別するため）として sǝkɔw, sǝkeʔ, ukow, uku:などを使い、カヤンやバハウはさら
に接頭辞をつけて名詞「老人」（huku:）や述語（be 動詞＋形容詞）「年老いている」（muku:）と
しても使っている。これに関して、ロン・グラットは「この語は本来『頭が白い』という意味だ
ったんだ。お年寄りに対して敬意を表するために、その肉体の弱さや年齢の高さではなく、髪の
色を指していたんだよ」と説明する。 
 これをもとにデータベース調査とベトナムでのスレー（コホー）族の村落調査を行った結果、
インドシナでは本当に「（髪が）灰色の、白髪／銀髪の」という意味の形容詞 sakɔ:, sɔk kɔ:, kɔ:（バ
ナール語派）、skʌw, skʊːj, skəv（クメール語派）、sənkɔ（モン語派）を使っていることがわかった。
なお、これらとは別系統の語形で「年老いた」という語も存在していた（唯一クメール語に「（髪
が）灰色の」に形が類似する saav kae「老人、オールドミス」があるが、詳細は不明）。その他の
ＭＫや ANの「白い」や「年老いた」をみると、しばしば kara:, kra:のような語形もある。仏教
や交易の交流などと考え合わせると、結論として MK・AN 両語族はサンスクリットの「輝く、
明るい、金星」（shukla, shukra）を借用し、一般的な「白い、明るい」と年配者の「白髪の」に対
して別々の変化語形を当てたと考えられる。 
 以上から、カヤン諸族は過去に年配者を敬意を表しながら表すＭＫ系語彙を採り入れたこと、
その際、sǝkɔwや sǝkeʔという語形を使うガアイが主に初期の導入者となり、カヤンやバハウにも
普及したが s-が抜け落ちた（か h-に変換された？）可能性があることが推測される。残念ながら
本研究期間中には新型コロナ禍のため共同現地調査が実現できなかったが、このような語源に
関する言説をさらに集めることができれば、言語の伝播過程がより明らかになるだろう。 
 
4－4．その他の語彙にみる傾向 
 
 カヤン系諸族は基礎語彙以外にも多数の MK 系語彙をもっている。特にガアイのみが有しカヤ
ンやバハウにはない語彙として、「包丁、ナイフ」（pek, pa:yc など）、「剣」（kɔwʔ）、「（女性用）
帽子」（sǝdɔw, sǝdo:n）、「指輪」（gǝnmean）、「猫、山猫」（ŋɔw, ŋiw）のようなインドシナとの交易
によってもたらされたと考えられる品物の他、「タロイモ」（hǝlea）、「マッチ」（da:c）、「遠い」
（dǝlɔwŋ）、「歯」（ku:, kiw）のような日用品や日常語も挙げられる。このうち「包丁、ナイフ」
「指輪」「猫」はバナール語派、「（女性用）帽子」「タロイモ」はヴェト語派、「剣」「歯」はペア
ール（ペア）語派、「遠い」はモン語派の語彙と非常に近い。バナール・ヴェト語派の諸民族は
ベトナムやチャムの帝国下にあった少数民族であり、ペアール語派の人々はカンボジアの少数
民族だがクメール語に大いに影響を与えたと考えられ、ミャンマー、タイ、ラオスなどに住むモ
ン語派も古代から王国を築いて栄えたので、カヤン系諸族がこれらの語彙を交易の便宜上借用
したり、あるいはボルネオに移住・定着したりした可能性は十分に考えられる。 
 チャム王国の臣下であったバナールやヴェトの語彙に近い語彙群としては、貴族や戦士の昔
語りや宗教歌などの口頭伝承のジャンルもある。すでにOkushima (2018)にも述べられたように、
lekanや tǝlo:yはチャム系諸族（Laffont 1963）やインドネシア・カンボジアなどで一般用語とな
っている。精霊および精霊に祈りや宗教歌を捧げる治療儀礼 mǝtaw, mǝta:も、チャム系諸族の一
派ラデ／エデの mtȃo「精霊、幽霊」とほぼ同じである。 
 宗教面では、カヤン諸族は豊穣の神の名で女性貴族名としても使われる Yeaŋ, Yayŋ, Ya:ŋ, Uya:ŋ, 
Uɲa:ŋ などという語をもつが、これはカトゥ語派の jaaŋ「守護霊」、jiaŋ, jʌaːŋ「精霊」、ʔadijɛːŋ
「（死をもたらす）主要霊」や、バナール語派の jaːŋ「精霊」、ɲaŋ「守護霊、神」に相当する。こ
れらの語派は先と同様にチャム王国の臣下であり、チャム族自身も jaaŋ と呼んでいるが、カヤ
ン諸語の中に Uya:ŋ, Uɲa:ŋ などのバリエーションもあることから考えて、この語をボルネオ島
へ直接もたらしたのはカトゥ語派やバナール語派である可能性が高い。 
 
 
 
4－5．暫定的結論 
 



 以上の研究成果から、カヤン諸族は AN に分類されてきたが MK 系語彙を多数使用しており、イ
ンドシナのチャムと同様に AN・MK 両語族の特徴を併せもつ民族であることが明らかになった。
ここから、最低でもカヤン諸族はインドシナ各地との交易や交流を長期にわたって行っていた
可能性が示唆される。さらには、その下位言語集団の１つであるガアイには、交易取引を通じた
語彙借用だけでなく、実際にインドシナからボルネオへ移住してきた人々も混じっていた可能
性がある。 
 特に興味深い点として、カヤン諸族が AN・MK 両語族の言葉を一部併用、ないし意味や文脈を
ずらして使っているという事実がある。彼らにはおそらく両語族の言語の理解が大切であると
いう認識があり、そのため世代を越えて語彙の併用という習慣を受け継ぎ、「年老いた」のよう
に語源を説明する人々もいた。 
もう１点、ガアイやバハウの「鶏」と「飼い豚」に、インドシナ半島の「鳥」を起源とする変
化語形２種を当てているという事実は、この使い方がボルネオ独自のもので家畜の交易取引の
中心地の１つであった可能性、あるいは古い時代のインドシナで使われていた語法がボルネオ
に残り、その他の国・地方では後から別起源の語彙が普及したという可能性を想起させる。 
カヤン諸族のもつ MK 系語彙の起源から考えると、ボルネオへの来島者たちはチャム系諸族の
先祖であった可能性もあるが、現時点ではバナールやヴェト、カトゥなどの MK 系先祖であっ
た可能性の方が高い。ただし、カヤン諸族には先述のようにニコバル、ペア、クメール、クムな
どの語派にみる語彙に類似した語もしばしばあり、またカヤン諸族の周辺民（プナン、トゥンジ
ュン、クタイ・マレーなど）の言語の中にはアスリ語派にみる語彙に近い語もある。よって、ボ
ルネオ島にはカヤン諸族だけでなく、MKその他の多様な言語族が移住してきた可能性が高いと
いえる。 
 本研究では新型コロナ禍のため共同現地調査を実施できなかった恨みもあるため、今後の課
題として継続調査を進めていきたい。 
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